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　4月7日、戸田島区（七城）にて「ふるさと祭り」が開催され
ました。
　桜の花咲くこの時期の恒例行事となったお祭りは、若手区民
が中心となって企画開催されています。
　区民全員が楽しめるよう工夫されており、今年も戸田島区の
「つながり」を感じるひと時になりました。
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社協だよりきくち
社協だよりきくち
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事業計画および収支予算書

ヒット曲「USA」に
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夫婦二人羽織夫婦二人羽織 満開の桜の下で満開の桜の下で
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収支予算

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

固定資産取得支出

ファイナンス・リース債務の返済支出

積立資産支出

その他の支出

 384,033 

 60,123 

 56,382 

 200 

 1,510 

 6,485 

 350 

 1,297 

 1,810 

 9,187 

 521,377 

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

積立資産取崩収入

その他の収入

 4,690 

 10,000 

 63,540 

 92,157 

 210 

 16,818 

 13,472 

 225,720 

 27,868 

 22,873 

 44,029 

 521,377 

障害福祉サービス等
事業収入　5％

会費収入　1％
その他の収入　9％

寄付金収入　2％

経常経費
補助金収入
12％

積立資産取崩収入
4％

 521,377
収入の部

（単位：千円）

介護保険事業収入
43％

受託金収入
18％

人件費支出
74％

事業費支出
12％

事務費支出
11％

その他の支出
2％

助成金支出　1％

貸付事業支出　0.1％

積立資産支出　0.3％

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務の返済支出　0.2％

負担金収入　3％

 521,377
支出の部

（単位：千円）

１　

基
本
方
針

  

今
日
の
地
域
社
会
で
は
、
住
民
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
家
族
形
態
の
多

様
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
様
々
な

福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
国

に
お
い
て
は
、
支
え
る
側
・
支
え
ら

れ
る
側
を
超
え
た
「
地
域
共
生
社

会
」
の
構
想
が
示
さ
れ
、
そ
の
根
幹

と
も
い
え
る
住
民
が
地
域
の
課
題
を

共
有
し
、
解
決
に
向
か
お
う
と
す
る

「
我
が
事･

丸
ご
と
」
の
理
念
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
今
日
ま
で
進
め
て

き
た
地
域
福
祉
の
推
進
と
大
い
に
重

な
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た

国
の
指
針
を
受
け
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
全
国
の
市
区
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
方
針
と
し
て
、

「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
」

「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
」
と

い
う
大
き
な
２
つ
の
柱
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
菊
池
市
及
び
本
会

で
は
、
平
成
30
年
度
に
第
２
期
菊
池

市
地
域
福
祉
計
画
・
菊
池
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
評
価
・
検
証
と
地
域

の
現
状
と
課
題
の
調
査
を
行
い
な
が

ら
、
国
の
指
針
や
地
域
課
題
を
ふ
ま

え
た
地
域
福
祉
の
将
来
像
と
課
題
解

決
に
向
け
た
基
本
方
針
、
施
策
の
方

向
・
内
容
等
を
と
り
ま
と
め
た
「
第

３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計
画
・
菊
池

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
本
会
が
地
域

住
民
と
と
も
に
進
め
て
き
た
小
地
域

福
祉
活
動
や
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
践
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
菊
池
市
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
地
域
に
暮

ら
す
全
て
の
人
々
を
対
象
と
し
た
住

民
主
体
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

「
地
域
共
生
社
会
」
の
構
築
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
べ
く
、

事
業
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め
に

下
記
事
項
を
実
践
し
ま
す
。

①
組
織
並
び
に
職
員
体
制
を
整
え
、

多
様
化
す
る
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

開
発
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
社
協
会
員
制
度
を
広
く
住
民
・
団

体
に
周
知
し
、
会
員
の
増
員
を
計

り
な
が
ら
、
積
極
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
住
民
自
身
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い

と
思
う
地
域
」
の
姿
を
目
指
し
、

専
門
職
・
専
門
機
関
や
菊
池
市
と

協
働
し
て
支
え
て
い
く
地
域
の
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

④
公
益
事
業
等
の
収
益
を
地
域
福
祉

に
生
か
す
観
点
か
ら
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
へ
の
影
響
を
分
析
し
、

今
後
の
事
業
戦
略
を
適
宜
検
討
し

ま
す
。

２　

重
点
目
標

⑴
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び

第
２
期
発
展
・
強
化
計
画
の
実
践

に
努
め
る
。

⑵
社
協
の
設
置
意
義
や
公
共
性
を
広

報
し
、
民
間
財
源
や
公
費
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

⑶
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
対
す
る
支

援
も
含
め
た
相
談
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
る
。

⑷
菊
池
市
と
協
働
し
な
が
ら
、
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。

 

３　

事
業
実
施
事
項（
部
門
別
施
策
）

（
１
）
法
人
運
営
部
門

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
、
社
協
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
改
正
社
会
福
祉

法
・
働
き
方
改
革
関
連
法
等
、
国

の
施
策
に
沿
っ
た
組
織
体
制
や
人

事
管
理
の
実
施
及
び
事
業
内
容
の

見
直
し
を
通
じ
て
、
将
来
を
見
据

え
た
経
営
管
理
の
仕
組
み
の
整
備

及
び
人
材
育
成
や
人
員
確
保
ま

た
、
先
進
地
と
の
情
報
交
換
や
交

流
・
連
携
を
積
極
的
に
図
り
な
が

ら
、
経
営
体
質
強
化
と
安
定
経
営

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

　

第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
・
行
政
・
福
祉
関
連
事

業
所
・
各
種
団
体
等
と
連
携
し
、

地
域
の
実
情
・
課
題
を
的
確
に
分

析
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の

充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

　

菊
池
市
及
び
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
社
協
、
行

政
、
民
生
委
員
、
法
的
有
資
格

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
他
機
関
と

の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
生
活
課

題
の
多
様
化
・
複
合
化
に
対
す
る

総
合
的
な
対
応
に
つ
な
が
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
支
援
事
業
の
中
に
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
以
下
「
総
合
事
業
」）
が
創
設
さ

平
成
31
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
書

平
成
31
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
書

（収 入）

（支 出）

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
菊
池
市
に
お

い
て
も
28
年
度
よ
り
事
業
が
移
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
準

を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
通
所

型
と
訪
問
型
及
び
訪
問
型
Ｂ
の
住

民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
段
階
構

成
と
介
護
保
険
事
業
よ
り
単
価
は

低
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
次
の
段
階
で
も
選
ば
れ
る
事

業
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、
相

次
ぐ
法
改
正
や
報
酬
改
定
、
介
護

職
員
不
足
に
よ
り
こ
こ
数
年
収
入

は
下
降
気
味
と
な
り
、
社
協
の
経

営
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
力
は

弱
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
他
機
関

と
の
連
携
や
多
用
な
サ
ー
ビ
ス
と

繋
ぐ
事
の
で
き
る
事
業
所
と
し

て
、
意
義
の
あ
る
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事業収入　3％

貸付事業収入
0.1％

共同募金配分金事業費
0.3％

固定資産取得支出　0.1％
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そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め
に

下
記
事
項
を
実
践
し
ま
す
。

①
組
織
並
び
に
職
員
体
制
を
整
え
、

多
様
化
す
る
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

開
発
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
社
協
会
員
制
度
を
広
く
住
民
・
団

体
に
周
知
し
、
会
員
の
増
員
を
計

り
な
が
ら
、
積
極
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
住
民
自
身
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い

と
思
う
地
域
」
の
姿
を
目
指
し
、

専
門
職
・
専
門
機
関
や
菊
池
市
と

協
働
し
て
支
え
て
い
く
地
域
の
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

④
公
益
事
業
等
の
収
益
を
地
域
福
祉

に
生
か
す
観
点
か
ら
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
へ
の
影
響
を
分
析
し
、

今
後
の
事
業
戦
略
を
適
宜
検
討
し

ま
す
。

２　

重
点
目
標

⑴
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び

第
２
期
発
展
・
強
化
計
画
の
実
践

に
努
め
る
。

⑵
社
協
の
設
置
意
義
や
公
共
性
を
広

報
し
、
民
間
財
源
や
公
費
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

⑶
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
対
す
る
支

援
も
含
め
た
相
談
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
る
。

⑷
菊
池
市
と
協
働
し
な
が
ら
、
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。

 

３　

事
業
実
施
事
項（
部
門
別
施
策
）

（
１
）
法
人
運
営
部
門

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
、
社
協
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
改
正
社
会
福
祉

法
・
働
き
方
改
革
関
連
法
等
、
国

の
施
策
に
沿
っ
た
組
織
体
制
や
人

事
管
理
の
実
施
及
び
事
業
内
容
の

見
直
し
を
通
じ
て
、
将
来
を
見
据

え
た
経
営
管
理
の
仕
組
み
の
整
備

及
び
人
材
育
成
や
人
員
確
保
ま

た
、
先
進
地
と
の
情
報
交
換
や
交

流
・
連
携
を
積
極
的
に
図
り
な
が

ら
、
経
営
体
質
強
化
と
安
定
経
営

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

　

第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
・
行
政
・
福
祉
関
連
事

業
所
・
各
種
団
体
等
と
連
携
し
、

地
域
の
実
情
・
課
題
を
的
確
に
分

析
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の

充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

　

菊
池
市
及
び
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
社
協
、
行

政
、
民
生
委
員
、
法
的
有
資
格

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
他
機
関
と

の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
生
活
課

題
の
多
様
化
・
複
合
化
に
対
す
る

総
合
的
な
対
応
に
つ
な
が
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
支
援
事
業
の
中
に
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
以
下
「
総
合
事
業
」）
が
創
設
さ

平
成
31
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
書

平
成
31
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
書

（収 入）

（支 出）

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
菊
池
市
に
お

い
て
も
28
年
度
よ
り
事
業
が
移
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
準

を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
通
所

型
と
訪
問
型
及
び
訪
問
型
Ｂ
の
住

民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
段
階
構

成
と
介
護
保
険
事
業
よ
り
単
価
は

低
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
次
の
段
階
で
も
選
ば
れ
る
事

業
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、
相

次
ぐ
法
改
正
や
報
酬
改
定
、
介
護

職
員
不
足
に
よ
り
こ
こ
数
年
収
入

は
下
降
気
味
と
な
り
、
社
協
の
経

営
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
力
は

弱
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
他
機
関

と
の
連
携
や
多
用
な
サ
ー
ビ
ス
と

繋
ぐ
事
の
で
き
る
事
業
所
と
し

て
、
意
義
の
あ
る
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事業収入　3％

貸付事業収入
0.1％

共同募金配分金事業費
0.3％

固定資産取得支出　0.1％

3 2



　今年度、小地域活性化モデル事業（当社協指定）の泗水桜山四区の取り組みについて、区長

の内野元生氏に報告をしていただきました。
　熊本地震をキッカケに、避難訓練を年３回実施。「日頃の行動に、ちょっとした心掛け・気
掛け・声掛け」をプラスすることで、平常時から緊急時までつながる関係づくりを意識的に実
践されています。そして、地域の中にある様々な課題に対しては、「無理のない程度にみんな

で考え、共に支え合う地域として『良い加減』を保つのがベスト‼」と熱意が伝わる報告をし
ていただきました。

〇地域からの活動報告

　毎年大好評のふくし劇。今回は、平凡な毎日を過ごしていた青年が「絆
スーツ」を着ることで、身近な地域で起きている課題（孤独死・引きこも
り・認知症）を地域住民と一緒に解決へと導くヒーローに変身。
　決して、特別なヒーローではなく「ちょっとした声掛け・ちょっとした
つながり・ちょっとしたおせっかい」で誰もがヒーローになることが出来
る。そんな気付きにつながるふくし劇を「きくもん福祉ネットワーク」の
皆さんが熱演されました。多くのご声援ありがとうございました。

　2月17日、市民の皆さんに、地域福祉活動・認知症についての理解と関心を深
めていただくことを目的に、「菊池市地域福祉フォーラム」「菊池市認知症市民フ
ォーラム」を共同で開催。オープニングアトラクションで、菊池市ほたる夜想曲
保存会の皆さんの華麗な舞いを皮切りに、３部構成で行い300名を超える市民の
皆様に来場いただきました。

　3月11日に、小地域活性化事業のモデル地区として指定を受けている地区（七城、旭志、泗水の計35区）の区長さんや
地域福祉委員を対象に、意見交換会を開催しました。10年目を迎える小地域活性化事業についての各地区の取り組みにつ
いて、「毎年、地区で消火訓練を行い、その後、地区にある企業にも協力してもらい、交流会を行っている」、「地区では、
避難訓練、運動会、グランドゴルフ大会を行っている」、「毎年のように、区長も地域福祉委員も変わるため、思うように
はいかない」など、率直な意見・考え等も話していただきました。今後は、地域での支え合い活動などが充実していくよ
う、座談会や支え合い活動等の支援を行っていきます。

～地域福祉活動へ助成をします（2019年度）～

サロン（語らいの場）立ち上げ等助成金

　今年度、地域でサロン（語らいの場）活動を立
ち上げる地区や継続のための支援を行います。こ
の機会にあなたの地域でもサロン活動を始めてみ
ませんか？
対　　象
①すでに活動を開始している地域で、これまで
に立ち上げの支援を受けていない活動
②本年度に活動を開始、または開始予定の活動
③活動地区全ての人が参加可能で、年6回以上定
期的に実施する活動
④サロン活動を継続するために、再度の支援を
必要とする活動

対象経費　
①活動立ち上げや継続のために必要な備品等の
購入費用
②その他、当社協が特に必要と認める経費
限 度 額　１団体　3万円以内
申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・活動

実施計画書・経費請求書を添えて社協
に提出して下さい。

決定について　申請書類等　
　　　　　　　を審査の上、
　　　　　　　随時決定

小地域活性化事業 モデル地区募集
　誰もが安心して暮らせる地域づくり活動に取り組んでいる
地区に助成を行います。
対　　象　地域福祉活動に取り組んでいる地区、又は取り組
　　　　　もうと考えている地区
　　（例）①福祉組織づくりや福祉座談会の開催
　　　　　②独居高齢者や通学路の見守り体制づくり
　　　　　③地域サロン（語らいの場）活動
　　　　　④福祉の視点を盛り込んだ行事の工夫 等
助成金額　最高10万円（世帯数等で決定）
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入の上、社協に提出 
　　　　　してください
申込締切　6月28日（金）まで
備　　考　菊池地域及び以前指定を受けた地区は対象外
　　　　　（既に助成を受けているため）

未来型（先駆的）地域福祉推進助成
　菊池市社協では、下記の内容で行う地域福祉に
関する事業について、助成を行います。
対　　象　菊池地域の行政区及び行政区の合議体
　　　　　が地区社協活動とは別に行う地域福祉
　　　　　推進を図ることを目的とした下記の事業
　　　①先駆的な高齢者福祉に関する事業
　　　②先駆的な障がい者福祉に関する事業
　　　③先駆的な母子福祉に関する事業
　　　④先駆的な乳幼児・児童等に関する事業
　　　⑤先駆的なボランティアに関する事業
　　　⑥先駆的な地域福祉活性化に関する事業
　　　⑦その他本事業に該当すると会長が認めた事業
　　　※（先駆的とは、コミュニティビジネス等に
　　　　　つながる事業で、助成金がなくなって
　　　　　も続けていけるような事業を指します）
助成金額　上限10万円の範囲で決定します
申請方法　所定の申込書・活動計画書に必要事項
　　　　　を記入の上、社協にご提出してください
申込締切　７月末日

「老後を豊かにする
　　　ボランティア活動資金助成事業」

みずほ教育福祉財団　第36回

　この助成は、高齢者を主な対象として活動するボランティ
アグループおよび地域共生社会につながる活動を行っている
高齢者中心のボランティアグループに対し、活動において継
続的に使用する用具･機器類の取得資金を助成します。
応募資格　地域に根ざした高齢者を主な対象とした支援を目
　　　　　的としたボランティアグループ
必要要件　①会員数10人～50人程度
　　　　　②活動実績２年以上
　　　　　③過去３年以内（第33回以降）に本助成を受け
　　　　　　ていないこと
　　　　　④グループ名義で金融口座を保有し、規約（会則）、
　　　　　　活動・会計報告書類がある
助成対象　継続的に使用される用具・機器類
助成金額　上限10万円（１団体）
応募について　申込には社協の推薦が必要です。推薦につい

ては、５月15日（水）までに、上記にある
必要資料等の情報提供と併せ、社協へご依頼
ください。

応募方法　５月24日（金）（必着）までに所定の申請書を財団
　　　　　宛に、団体から直接郵送してください。
※詳しくは、財団ホームページまで　
　http://www.mizuho-ewf.or.jp/
問合せ及び送付先（みずほ教育福祉財団）
   公益財団法人 みずほ教育福祉財団 福祉事業部　
   〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-5
　　　　　　　　みずほ銀行内
　　　TEL 03-3596-4532　FAX 03-3596-3574
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～お問い合わせ～　本所：25-5000　七城：25-5010　旭志：37-3708　泗水：38-5382

こ  たに さち  え

うち  の もと  お

よ

モデル地区意見交換会

　2月1日七城地区、4日旭志地区、7日泗水地区で、地域福祉委員の研修会を開催し
ました。「防災」をキッカケに、地域のこと、支え合いのことを考えていただきたく、

菊池市防災交通課 川島健一氏を招き、話を聞きました。「熊本地震から、もうすぐ３
年。意識して心がけていきたい」、「普段から近所の方々と話し合っておく必要があ
る」、「地域行事に、自主防災活動を取り入れるのは、大変良い」といった意見等が出
され、「防災」は日頃からの支え合い、見守り活動が重要と認識されたようです。地域
での支え合い活動等が活発となりますよう支援していきます。

地域福祉委員研修

平成30年度「菊池市地域福祉フォーラム」「菊池市認知症市民フォーラム」開催平成30年度「菊池市地域福祉フォーラム」「菊池市認知症市民フォーラム」開催

「防災」をキッカケに、地域のこと、支え合いのことを

かわしま けんいち

〇ふくし劇

　今回は、市内介護者代表として胡谷幸枝氏、地区全体で見守り活動されている桜山
四区区長の内野元生氏、菊池市包括支援センターより、介護体験や認知症に関する取
り組みを発表していただきました。
　普段よく聞く「介護」「認知症」等の言葉を身近な発表者から聞くことで、他人事で
はなく、自分の周りでも十分に起こりうる事として、認識することができました。
「これからどう行動するべきか」「まずは、勉強会をしよう。知ることから始めようと
思う」など、来場された方々から多くの感想をいただきました。

〇シンポジウム

旭志地区での様子

うち  の もと  お



　今年度、小地域活性化モデル事業（当社協指定）の泗水桜山四区の取り組みについて、区長

の内野元生氏に報告をしていただきました。
　熊本地震をキッカケに、避難訓練を年３回実施。「日頃の行動に、ちょっとした心掛け・気
掛け・声掛け」をプラスすることで、平常時から緊急時までつながる関係づくりを意識的に実
践されています。そして、地域の中にある様々な課題に対しては、「無理のない程度にみんな

で考え、共に支え合う地域として『良い加減』を保つのがベスト‼」と熱意が伝わる報告をし
ていただきました。

〇地域からの活動報告

　毎年大好評のふくし劇。今回は、平凡な毎日を過ごしていた青年が「絆
スーツ」を着ることで、身近な地域で起きている課題（孤独死・引きこも
り・認知症）を地域住民と一緒に解決へと導くヒーローに変身。
　決して、特別なヒーローではなく「ちょっとした声掛け・ちょっとした
つながり・ちょっとしたおせっかい」で誰もがヒーローになることが出来
る。そんな気付きにつながるふくし劇を「きくもん福祉ネットワーク」の
皆さんが熱演されました。多くのご声援ありがとうございました。

　2月17日、市民の皆さんに、地域福祉活動・認知症についての理解と関心を深
めていただくことを目的に、「菊池市地域福祉フォーラム」「菊池市認知症市民フ
ォーラム」を共同で開催。オープニングアトラクションで、菊池市ほたる夜想曲
保存会の皆さんの華麗な舞いを皮切りに、３部構成で行い300名を超える市民の
皆様に来場いただきました。

　3月11日に、小地域活性化事業のモデル地区として指定を受けている地区（七城、旭志、泗水の計35区）の区長さんや
地域福祉委員を対象に、意見交換会を開催しました。10年目を迎える小地域活性化事業についての各地区の取り組みにつ
いて、「毎年、地区で消火訓練を行い、その後、地区にある企業にも協力してもらい、交流会を行っている」、「地区では、
避難訓練、運動会、グランドゴルフ大会を行っている」、「毎年のように、区長も地域福祉委員も変わるため、思うように
はいかない」など、率直な意見・考え等も話していただきました。今後は、地域での支え合い活動などが充実していくよ
う、座談会や支え合い活動等の支援を行っていきます。

～地域福祉活動へ助成をします（2019年度）～

サロン（語らいの場）立ち上げ等助成金

　今年度、地域でサロン（語らいの場）活動を立
ち上げる地区や継続のための支援を行います。こ
の機会にあなたの地域でもサロン活動を始めてみ
ませんか？
対　　象
①すでに活動を開始している地域で、これまで
に立ち上げの支援を受けていない活動
②本年度に活動を開始、または開始予定の活動
③活動地区全ての人が参加可能で、年6回以上定
期的に実施する活動
④サロン活動を継続するために、再度の支援を
必要とする活動

対象経費　
①活動立ち上げや継続のために必要な備品等の
購入費用
②その他、当社協が特に必要と認める経費
限 度 額　１団体　3万円以内
申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・活動

実施計画書・経費請求書を添えて社協
に提出して下さい。

決定について　申請書類等　
　　　　　　　を審査の上、
　　　　　　　随時決定

小地域活性化事業 モデル地区募集
　誰もが安心して暮らせる地域づくり活動に取り組んでいる
地区に助成を行います。
対　　象　地域福祉活動に取り組んでいる地区、又は取り組
　　　　　もうと考えている地区
　　（例）①福祉組織づくりや福祉座談会の開催
　　　　　②独居高齢者や通学路の見守り体制づくり
　　　　　③地域サロン（語らいの場）活動
　　　　　④福祉の視点を盛り込んだ行事の工夫 等
助成金額　最高10万円（世帯数等で決定）
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入の上、社協に提出 
　　　　　してください
申込締切　6月28日（金）まで
備　　考　菊池地域及び以前指定を受けた地区は対象外
　　　　　（既に助成を受けているため）

未来型（先駆的）地域福祉推進助成
　菊池市社協では、下記の内容で行う地域福祉に
関する事業について、助成を行います。
対　　象　菊池地域の行政区及び行政区の合議体
　　　　　が地区社協活動とは別に行う地域福祉
　　　　　推進を図ることを目的とした下記の事業
　　　①先駆的な高齢者福祉に関する事業
　　　②先駆的な障がい者福祉に関する事業
　　　③先駆的な母子福祉に関する事業
　　　④先駆的な乳幼児・児童等に関する事業
　　　⑤先駆的なボランティアに関する事業
　　　⑥先駆的な地域福祉活性化に関する事業
　　　⑦その他本事業に該当すると会長が認めた事業
　　　※（先駆的とは、コミュニティビジネス等に
　　　　　つながる事業で、助成金がなくなって
　　　　　も続けていけるような事業を指します）
助成金額　上限10万円の範囲で決定します
申請方法　所定の申込書・活動計画書に必要事項
　　　　　を記入の上、社協にご提出してください
申込締切　７月末日

「老後を豊かにする
　　　ボランティア活動資金助成事業」

みずほ教育福祉財団　第36回

　この助成は、高齢者を主な対象として活動するボランティ
アグループおよび地域共生社会につながる活動を行っている
高齢者中心のボランティアグループに対し、活動において継
続的に使用する用具･機器類の取得資金を助成します。
応募資格　地域に根ざした高齢者を主な対象とした支援を目
　　　　　的としたボランティアグループ
必要要件　①会員数10人～50人程度
　　　　　②活動実績２年以上
　　　　　③過去３年以内（第33回以降）に本助成を受け
　　　　　　ていないこと
　　　　　④グループ名義で金融口座を保有し、規約（会則）、
　　　　　　活動・会計報告書類がある
助成対象　継続的に使用される用具・機器類
助成金額　上限10万円（１団体）
応募について　申込には社協の推薦が必要です。推薦につい

ては、５月15日（水）までに、上記にある
必要資料等の情報提供と併せ、社協へご依頼
ください。

応募方法　５月24日（金）（必着）までに所定の申請書を財団
　　　　　宛に、団体から直接郵送してください。
※詳しくは、財団ホームページまで　
　http://www.mizuho-ewf.or.jp/
問合せ及び送付先（みずほ教育福祉財団）
   公益財団法人 みずほ教育福祉財団 福祉事業部　
   〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-5
　　　　　　　　みずほ銀行内
　　　TEL 03-3596-4532　FAX 03-3596-3574
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～お問い合わせ～　本所：25-5000　七城：25-5010　旭志：37-3708　泗水：38-5382

こ  たに さち  え

うち  の もと  お

よ

モデル地区意見交換会

　2月1日七城地区、4日旭志地区、7日泗水地区で、地域福祉委員の研修会を開催し
ました。「防災」をキッカケに、地域のこと、支え合いのことを考えていただきたく、

菊池市防災交通課 川島健一氏を招き、話を聞きました。「熊本地震から、もうすぐ３
年。意識して心がけていきたい」、「普段から近所の方々と話し合っておく必要があ
る」、「地域行事に、自主防災活動を取り入れるのは、大変良い」といった意見等が出
され、「防災」は日頃からの支え合い、見守り活動が重要と認識されたようです。地域
での支え合い活動等が活発となりますよう支援していきます。

地域福祉委員研修

平成30年度「菊池市地域福祉フォーラム」「菊池市認知症市民フォーラム」開催平成30年度「菊池市地域福祉フォーラム」「菊池市認知症市民フォーラム」開催

「防災」をキッカケに、地域のこと、支え合いのことを

かわしま けんいち

〇ふくし劇

　今回は、市内介護者代表として胡谷幸枝氏、地区全体で見守り活動されている桜山
四区区長の内野元生氏、菊池市包括支援センターより、介護体験や認知症に関する取
り組みを発表していただきました。
　普段よく聞く「介護」「認知症」等の言葉を身近な発表者から聞くことで、他人事で
はなく、自分の周りでも十分に起こりうる事として、認識することができました。
「これからどう行動するべきか」「まずは、勉強会をしよう。知ることから始めようと
思う」など、来場された方々から多くの感想をいただきました。

〇シンポジウム

旭志地区での様子

うち  の もと  お
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【お問い合わせ先】本所：25-5000　七城支所：25-5010　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

　地域のサロン活動や交流・行事等で役立つレクリエーション
や体操、楽しく学んでみませんか？
日　　時　　5月28日（火）
　　　　　　13時30分～15時30分
場　　所　　菊池老人福祉センター　大広間
対　　象　　地域でサロン活動をしている、これからサロン活

動をしようとお考えの方、定年前後の方、ボラン
ティア活動や健康増進に興味・関心のある方

参加人数　　40名程度（要申し込み）
参 加 費　　無料　
　　　　　　※別途で入浴される場合、有料。
　　　　　　　お茶等は各自ご用意ください。

サロンレクリエーション講習会

　地域にはいろいろな趣味や教養、特技等をお持ちでボラン
ティアをされている方がたくさんいらっしゃいます。現在、当
センターでも、38団体・個人60名程の方が福祉や教育に限ら
ずあらゆる分野で活躍されています。
　社協のボランティアセンターでは、活躍の場の提供やボラン
ティアの紹介をはじめ、情報提供及び支援等をスムーズに広げて
いくため、毎年活動状況の情報提供と更新をお願いしています。
　また、今後ボランティア活動をしてみたい方、趣味を教えて
みたい方、特技を活かせる場をお探しの方は、お気軽に社協ま
でお知らせください。

ボランティア活動状況の情報提供及び
センター登録のご案内

　ボランティアセンターでは、ボランティア活動に対応
する保険の申込みも受け付けています。日常のボラン
ティア活動、災害ボランティア活動など、活動する個人・
団体を対象としています。保険の種類によって保険料、
手続きが異なります。お気軽にお問合せください。

保険期間
　2019年4月1日から2020年3月31日まで

ボランティア活動保険
ボランティア活動中のさま
ざまな事故によるケガや損
害賠償責任を補償します。
さらに、後遺障害もフルカ
バーなので安心です。

ボランティア行事用保険
地域福祉活動やボランティア
活動のさまざまな行事におけ
る「主催者や参加者のケガ」
「主催者の賠償責任（主催者
責任）」を補償します。

2019年度
ボランティア保険のご案内

菊池市共同募金委員会による助成
市民の皆さまからのあたたかい募金を活用し、2020年度に事業を行う団体を募集します。

菊池市共同募金委員会より赤い羽根共同募金助成金お知らせ

熊本県共同募金会による助成
●福祉事業
　申請対象　2020年度に事業を行う団体
　　　　　　・社会福祉法人　・保育所
　　　　　　・県域を単位とする福祉団体
　　　　　　・NPO法人　・ボランティア団体等
　対象事業　①施設備品の修理・購入　
　　　　　　②利用者送迎用の車輌購入　
　　　　　　③備品整理　など
　配分限度額　・200万円以内
　　　　　　（上記事業対象①②で事業費
　　　　　　　総額の4分の3以内）
　　　　　　・50万円以内
●地域から孤立をなくす活動支援事業
　社会的孤立の解消に向けた活動や事業に
対して募集を行います。
　申請対象　上記（福祉事業）と同じ
　対象事業　・生活困窮者世帯の見守り
　　　　　　・子ども食堂　など
　配分限度額　・30万円以内

〇福祉事業
　申請対象　2020年度に、菊池市内で福祉活動や事業
　　　　　　行う団体
　対象事業　・市民を対象とした福祉活動
　　　　　　・ボランティア活動
　　　　　　・団体会員や施設利用者等の福祉向上のた
　　　　　　　めの活動
　　　　　　・地域の福祉向上のための活動　など
　配分限度額　申請後、事業内容を審査の上決定

※熊本県共同募金委員会及び菊池市共同募金委員会への申請方法は各種
異なります。申請希望の際は、下記へご連絡ください。
※各種申請締め切り：2019年５月30日（木）
※5月20日（月）14時00分より、菊池市福祉会館にて菊池市共同募金委
員会による助成金の説明会を開催します。2020年度に助成を希望され
る団体はぜひご参加ください。

お問合せ先：菊池市共同募金委員会事務局（菊池市社会福祉協議会内）
　　　　     38－5382

居屋敷の里
花植え作業

　子育てサポートセンターとは、子育てのお手伝いを頼みたい方（依頼会員）子育てのお手伝いをしてくださる方
（協力会員）をお繋ぎする事業を行っております。子育ての基礎知識の習得を図る入会のための講習会で、参加費と
託児料は無料です。

開催日時　①5月9日（木）（受付13時～）
　　　　　　13時30分～16時35分
　　　　　②5月17日（金）（受付13時～）
　　　　　　13時30分～15時00分
　　　　　※原測、①②とも両日受講です。
場　　所　菊池市生涯学習センター（キクロス）2階

対　　象　子育てのお手伝いをしてほしい人及び
　　　　　お手伝いしたい人
申込締切　5月7日（火）
お問い合わせ先
　　　　　菊池市子育てサポートセンター
　　　　　☎080-2781-3642

菊池市子育てサポートセンター講習会
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【お問い合わせ先】本所：25-5000　七城支所：25-5010　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

　地域のサロン活動や交流・行事等で役立つレクリエーション
や体操、楽しく学んでみませんか？
日　　時　　5月28日（火）
　　　　　　13時30分～15時30分
場　　所　　菊池老人福祉センター　大広間
対　　象　　地域でサロン活動をしている、これからサロン活

動をしようとお考えの方、定年前後の方、ボラン
ティア活動や健康増進に興味・関心のある方

参加人数　　40名程度（要申し込み）
参 加 費　　無料　
　　　　　　※別途で入浴される場合、有料。
　　　　　　　お茶等は各自ご用意ください。

サロンレクリエーション講習会

　地域にはいろいろな趣味や教養、特技等をお持ちでボラン
ティアをされている方がたくさんいらっしゃいます。現在、当
センターでも、38団体・個人60名程の方が福祉や教育に限ら
ずあらゆる分野で活躍されています。
　社協のボランティアセンターでは、活躍の場の提供やボラン
ティアの紹介をはじめ、情報提供及び支援等をスムーズに広げて
いくため、毎年活動状況の情報提供と更新をお願いしています。
　また、今後ボランティア活動をしてみたい方、趣味を教えて
みたい方、特技を活かせる場をお探しの方は、お気軽に社協ま
でお知らせください。

ボランティア活動状況の情報提供及び
センター登録のご案内

　ボランティアセンターでは、ボランティア活動に対応
する保険の申込みも受け付けています。日常のボラン
ティア活動、災害ボランティア活動など、活動する個人・
団体を対象としています。保険の種類によって保険料、
手続きが異なります。お気軽にお問合せください。

保険期間
　2019年4月1日から2020年3月31日まで

ボランティア活動保険
ボランティア活動中のさま
ざまな事故によるケガや損
害賠償責任を補償します。
さらに、後遺障害もフルカ
バーなので安心です。

ボランティア行事用保険
地域福祉活動やボランティア
活動のさまざまな行事におけ
る「主催者や参加者のケガ」
「主催者の賠償責任（主催者
責任）」を補償します。

2019年度
ボランティア保険のご案内

菊池市共同募金委員会による助成
市民の皆さまからのあたたかい募金を活用し、2020年度に事業を行う団体を募集します。

菊池市共同募金委員会より赤い羽根共同募金助成金お知らせ

熊本県共同募金会による助成
●福祉事業
　申請対象　2020年度に事業を行う団体
　　　　　　・社会福祉法人　・保育所
　　　　　　・県域を単位とする福祉団体
　　　　　　・NPO法人　・ボランティア団体等
　対象事業　①施設備品の修理・購入　
　　　　　　②利用者送迎用の車輌購入　
　　　　　　③備品整理　など
　配分限度額　・200万円以内
　　　　　　（上記事業対象①②で事業費
　　　　　　　総額の4分の3以内）
　　　　　　・50万円以内
●地域から孤立をなくす活動支援事業
　社会的孤立の解消に向けた活動や事業に
対して募集を行います。
　申請対象　上記（福祉事業）と同じ
　対象事業　・生活困窮者世帯の見守り
　　　　　　・子ども食堂　など
　配分限度額　・30万円以内

〇福祉事業
　申請対象　2020年度に、菊池市内で福祉活動や事業
　　　　　　行う団体
　対象事業　・市民を対象とした福祉活動
　　　　　　・ボランティア活動
　　　　　　・団体会員や施設利用者等の福祉向上のた
　　　　　　　めの活動
　　　　　　・地域の福祉向上のための活動　など
　配分限度額　申請後、事業内容を審査の上決定

※熊本県共同募金委員会及び菊池市共同募金委員会への申請方法は各種
異なります。申請希望の際は、下記へご連絡ください。
※各種申請締め切り：2019年５月30日（木）
※5月20日（月）14時00分より、菊池市福祉会館にて菊池市共同募金委
員会による助成金の説明会を開催します。2020年度に助成を希望され
る団体はぜひご参加ください。

お問合せ先：菊池市共同募金委員会事務局（菊池市社会福祉協議会内）
　　　　     38－5382

居屋敷の里
花植え作業

　子育てサポートセンターとは、子育てのお手伝いを頼みたい方（依頼会員）子育てのお手伝いをしてくださる方
（協力会員）をお繋ぎする事業を行っております。子育ての基礎知識の習得を図る入会のための講習会で、参加費と
託児料は無料です。

開催日時　①5月9日（木）（受付13時～）
　　　　　　13時30分～16時35分
　　　　　②5月17日（金）（受付13時～）
　　　　　　13時30分～15時00分
　　　　　※原測、①②とも両日受講です。
場　　所　菊池市生涯学習センター（キクロス）2階

対　　象　子育てのお手伝いをしてほしい人及び
　　　　　お手伝いしたい人
申込締切　5月7日（火）
お問い合わせ先
　　　　　菊池市子育てサポートセンター
　　　　　☎080-2781-3642

菊池市子育てサポートセンター講習会



本　所：25-5000　　七城支所：25-5010　　旭志支所：37-3708　　泗水支所：38-5382　
～上記の申込み・お問い合わせ先～

（七城ふれあいプラザ）
5月8日（水）、17日（金）、20日（月）、29日（水）
6月7日（金）、10日（月）、19日（水）、28日（金）
時間：10時30分～11時00分

（泗水地域福祉センター）
5月8日（水）、22日（水）
6月12日（水）、26日（水）
時間：11時00分～12時00分

介護予防教室開催日程のお知らせ介護予防教室開催日程のお知らせ
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Information ～情報・お知らせ～

●ぼくも募金したよ。赤い羽根募金、役立ててくださいね。(Sくん、５歳)
●年をとってきましたが、地域のサロンのスタッフとして少しでも役に立ちたいと思っております。（Hさん、72歳）
●子育ても落ち着き、次は孫のお世話をする時かなぁと思い、娘たちが子育てするようになったら、ぜひ「つどいの
広場」へおばあちゃんとして一緒に参加したいと思っています。 （Mさん、53歳)

読
者
の
声

クイズ社協クイズ社協クイズ社協 回答していただいた方の中から、抽選で5名の方に
1,000円分の図書カードをプレゼントします。

ヒントは今号の
どこかにあるよ！Q 新元号初の発行となった社協だよりは第何号でしょう。「№○○」

応募方法 クイズの答えと、住所・氏名・年齢をハガキにご記入の上、菊池市社協「クイズ社協」係
（〒861-1331菊池市隈府888）までお寄せください。社協だよりの感想やご意見などもぜひお聞
かせください。

締め切り 令和元年5月31日（金）当日消印有効 ※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます

前号の答えは「つどいの広場」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

ご意見・ご感想やアイディア等、ぜひ皆さまの声を聞かせてください。

生活支援サポーター養成講座受講生募集‼生活支援サポーター養成講座受講生募集‼
「いつまでも住み慣れた地域で生活が送れるように」と介護予防・日常生活支援総合事業対象者の方の自宅を訪問
し、掃除や買い物等のお手伝いが出来る方を募集します。
　活動費として1時間700円を支給します。
日　　時　６月21日（金）10時00分～11時30分
場　　所　菊池市福祉会館2階大研修室（菊池市隈府888番地）
内　　容　菊池市の高齢者等の現状について
　　　　　コミュニケーションについて
　　　　　生活支援サポートセンター及びサポーターの役割について
対 象 者　生活支援のお手伝いが出来る方　　申込締切　６月19日（水）
お問合せ・申込先　生活支援サポートセンター（菊池市社協 本所）電話　25-5000

にこにこサービスセンター講習会にこにこサービスセンター講習会
「私たちの住む地域を、私たちの手で今より少し良くしたい」と思っている方、「ボランティア、始めてみた
いけど・・・」と思っている方、その「おもい」を形にしてみませんか？
日　　時　６月21日（金）11時30分～12時00分（受付9時30分～）
場　　所　菊池市福祉会館2階大研修室（菊池市隈府888番地）
内　　容　ボランティアの考え方と活動について
　　　　　にこにこサービスセンター（有償ボランティア）について
対 象 者　ボランティアに関心のある方、困りごとのお手伝いをしたい人
参 加 費　無料　　申込締切　６月19日（水）
お問合せ・申込先　にこにこサービスセンター（菊池市社協 七城支所）電話　25-5010


